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Well-being（一人ひとりの多様な幸せ）の実現を軸に、
多様な学び方・働き方を可能にする社会を体現させる
～地方の特定エリアにSociety5.0のショーケースを～

コンセプトとＳＩＰでの狙い

【ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築】

ポストコロナ社会に向けて、オンラインでも対面と変わらない円滑なコミュニケーションができ、地方に住

んでいても大都市と変わらない教育や仕事の機会が提供され、さらに、多様な学び方、働き方が可

能な社会を実現するためのプラットフォームを構築する。

地域中核・特色ある研究大学
総合振興パッケージ

地方創生
デジタル田園都市国家構想

Society5.0の実現に向けた
教育・人材育成に関する

政策パッケージ
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横串テーマ

切り口①

多様な学び・働き方
を実現する

メタバース・バーチャル
学校・オフィスの構築

オンラインによる弊害対策

AR/VR/ MR
雰囲気伝達技術
ゲーミフィケーション
感情センシング
ビッグデータ
蓄積・分析
拡張テレワーク
デジタルツイン

Well-being（一人ひとりの多様な幸せ）の実現を軸に、
多様な学び方・働き方を可能にする社会を体現

～地方の特定エリアにSociety5.0のショーケースをつくる～

バーチャルとリアルの
ハイブリッドを目指した
地域コミュニティの構築

地域イノベーション
コミュニティ構築
データ連携基盤
データ駆動

人的資本の可視化
ブロックチェーン
ラーニング
マネージメント

NFT
データ連携

AI

切り口② 切り口③

学びや人的資本の
新たな評価手法の開発
（Well-being指標の開

発）

地域における
新産業創出による

産業・社会構造の転換
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人がいない・減少
少子高齢化

地方の課題

リソース不足

学ぶ 働く・起業する
学校が小規模化
・個別最適化はやりやすい
・協働的な学びが難しい
（集団が固定し続ける）
・統廃合は限界

学ぶ「場」の選択肢が少ない
例：フリースクールがない
リカレントの場もない

専門人材がいない
例：カウンセラー
スクールソーシャルワーカー

大学等進学率の地域格差

働く「場」が少ない

都市部と比べて
テレワークが定着しない傾向
（産業のデジタルシフトが遅い）

一次産業は
テレワークで対応できない

新しい産業を創出するスタートアップが不充分
（大学が十分のその機能をはたしていない）

労働力不足

域内の労働力（若者）が流出

老齢人口増加による仕事と介護との
両立の難しさ

「場所・空間」の制限を
乗り越える必要

産業・社会構造を
変える必要

Well-beingの実現＝

地方創生
デジタル田園都市国家構想

この要素を
考慮した設計が必要

主体性・自由・comfortable・解放された状態
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実施体制

検討タスクフォース（ＴＦ）

研究推進法人＝

調査分析機関＝

西村 訓弘
三重大学大学院地域イノベーション学研究科教授・特命副学長

稲垣 忠
東北学院大学文学部教授

緒方 広明
京都大学学術情報メディアセンター教育
支援システム研究部門学術データアナリ
ティクス研究分野教授

関 治之
一般社団法人コード・フォー・ジャパン代
表理事

田澤 由利
株式会社テレワークマネジメント代表取
締役

長谷山 美紀
北海道大学副学長、北海道大学大学
院情報科学研究院教授

ＰＤ候補
写
真

有識者 関係府省庁
内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局

デジタル庁

文部科学省
初等中等教育局初等中等教育企画課
初等中等教育局学校デジタル化PT
総合教育政策局政策課

経済産業省
経済産業政策局産業人材課
商務・サービスグループサービス政策課教育産業室

写
真

写
真

写
真

写
真

写
真
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プラットフォーム構築に当たっての課題

「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォーム構築」とは新たな社会像を構築するこ
とであり、目指すべき将来像の特定が不可欠。１０～２０年後を見据え、どのような社会を構築し
ていくか、そのような社会における教育とその先の働き方の姿を特定することが必要。

【目指すべき将来像からのバックキャスティング】

まずは「あるべき社会像」の共有理解を深めていくことが必要であり、ＦＳにおいて、この実
現に向けたロジックツリーの作成を行い、ＲＦＩに寄せられた研究開発課題のヒアリングや、
ＴＦでの議論を通じて、全体像を構築。

 得られた全体像からバックキャストにより、必要な研究開発課題や、それを実社会に確実に実
装するに当たっての課題（社会受容性や技術の”チューンアップ”など）を特定。

 このうち研究開発課題（VR/ARなど）は、他のSIPテーマも含め、既存の研究開発成果を
取り込み、本テーマでは、第7期科学技術・イノベーション基本計画への示唆も視野に、目指
すべき将来像の具体的なショーケースを提示することを主眼とする。

 具体的には、本テーマに相応しい特定地域において、他の（国プロなども含めて）既存の取
組とも連動した実社会への実装と、それが個々人にとって真に望ましい姿であるかを客観的に
判断するための新たなWell-being指標を開発することを想定。
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今後の議論の方向性

調査分析機関においてあるべき社会像実現に向けたロジックツリーを作成し、ＲＦＩインタビューやＴＦにおける議論を通じて、精
緻化。
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今後のスケジュール 8

実施項目 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

検討TF

ヒアリン
グ・調査分
析

社会実装
戦略検討

プラット
フォーム構
築計画案

8/1第1回TF
キックオフ 9/30第2回TF

FS実施方針決定
必要に応じ改訂

10/11第3回TF
基礎的調査
中間報告

11/9第4回TF
事前評価

12/8第5回TF
研究開発計画書案作成

契約
調査開始

基礎的調査、個別調査
（ヒアリング含む）

戦略検討・情報収集、
実装イメージの具体化、各種計画への記載検討

計画素案・イメージ図の作成
GB意見、パブコメ等を
踏まえ修正

Now

1/XX GB
研究開発計画案

パブコメ
研究開発計画案
決定
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P.35 
P.54

P.27

「Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」（令和４年６月１日CSTI本会議決定）
SIPについての記載（抜粋）
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